
注　意
１　先生の合図があるまで，冊子を開かないでください。
２　調査問題は，１ページから 34 ページまであります。
３　解答は，すべて解答用紙（解答冊子の「数学Ａ」）に
記入してください。

４　解答は，ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシル
も可）を使い，濃く，はっきりと書いてください。

５　解答を選択肢から選ぶ問題は，解答用紙のマーク欄
を黒く塗りつぶしてください。

６　解答を記述する問題は，指示された解答欄に記入し
てください。解答欄からはみ出さないように書いてく
ださい。

７　解答には，定規やコンパスは使用しません。
８　解答用紙の解答欄は，裏面にもあります。
９　調査時間は，45 分間です。
10　 「数学Ａ」の解答用紙に，組，出席番号，性別を記
入し，マーク欄を黒く塗りつぶしてください。

数学 Ａ
中 学 校 第 ３ 学 年



問題は，次のページから始まります。



中数Ａ−1

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	８と１２の最小公倍数を求めなさい。

（２）	６-（-７）を計算しなさい。

（３）	下の図は数直線の一部です。点Ａが表す数を答えなさい。

-１０００-１１００

Ａ
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中数Ａ−2

（４）	天気予報によると，３月７日のＡ市の最高気温と最低気温は下の
とおりです。

今日の天気（Ａ市）３月７日（水）

晴れ

最高気温 １５℃

最低気温 １℃

	 	 最高気温から最低気温をひいて気温の差を求めると，Ａ市の最高
気温と最低気温の差は１５-１＝１４（℃）となります。

	 	 天気予報によると，３月７日のＢ市の最高気温と最低気温は下の
とおりです。Ｂ市の最高気温と最低気温の差を求めなさい。

今日の天気（Ｂ市）３月７日（水）

晴れ時々曇り

最高気温 ９℃

最低気温 −２℃



中数Ａ−3

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	（７x+５y）-（５x+２y）を計算しなさい。

（２）	 x ＝３のとき，式 -x2 の値を求めなさい。
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中数Ａ−4

（３）	 a を整数とするとき，式 ２a で表すことのできる数を，次の中か
らすべて選びなさい。

	 	 ０　　１　　３５　　７８　　１００

（４）	「１個 a 円の品物を２個買ったときの代金は１０００円より安い。」
という数量の関係を表した式が，下のアからオまでの中にあります。
正しいものを１つ選びなさい。

ア　２a ≦１０００

イ　２a ＜１０００

ウ　２a ＝１０００

エ　２a ＞１０００

オ　２a ≧１０００



中数Ａ−5

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	比例式 ６：８＝ x：１２ が成り立つとき，x の値を求めなさい。	

（２）	 連立方程式
a+ b＝８
２a+ b＝１１

を解きなさい。
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中数Ａ−6

（３）	一次方程式 ７x ＝４x+６ を次のように解きました。

	 ７x ＝４x+６
	 ７x-４x ＝６
	 ３x ＝６	 ……
	 x ＝２	 ……

	 	 上の の式から の式へ変形してよい理由として正しいものを，
下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　 の式の両辺に３をたしても等式は成り立つから，変形してよい。

イ　 の式の両辺から３をひいても等式は成り立つから，変形してよい。

ウ　 の式の両辺に３をかけても等式は成り立つから，変形してよい。

エ　 の式の両辺を３でわっても等式は成り立つから，変形してよい。



中数Ａ−7

（４）	 次の問題について考えます。

問題

家から１８００ｍ離れた駅に向かって，妹が家を出発しました。
兄が妹の忘れ物に気づいて，妹が出発してから１５分後に，同
じ道を自転車で追いかけました。
妹は分速７０ｍ，兄は分速２２０ｍで進むとすると，兄が妹に	

追いつくのは兄が出発してから何分後ですか。

	 	 この問題は，方程式を使って次のように解くことができます。

解答

兄が出発してから x 分後に妹に追いつくとすると，

妹に追いつくまでに兄が自転車で進む道のりは２２０x ｍ，
兄に追いつかれるまでに妹が進む道のりは７０（１５+ x ）ｍ
と表すことができる。

これらの道のりは等しいので，
２２０x ＝７０（１５+ x ）

この方程式を解くと，
２２０x ＝１０５０+７０x
１５０x ＝１０５０

x ＝７
x ＝７のとき，つくった方程式の左辺と右辺の値は１５４０と
なり等しいので，x ＝７は方程式の解である。

兄が出発してから７分後までに兄と妹が進む道のり１５４０ｍ	
は，家から駅までの道のり１８００ｍより短いから，兄は妹
が駅に着く前に追いつくことができる。

よって，兄が妹に追いつくのは兄が出発してから７分後である。
答		７分後



中数Ａ−8

	 	 前ページの解答で， の の部分では，問題の中の数
量を，文字を用いた式で表しています。

	 	 解答の の の部分では，あることがらを調べていま
す。そのことがらについて正しく述べたものを，下のアからエまで
の中から１つ選びなさい。

ア　方程式が，等しい関係にある数量を用いてつくられているか
どうかを調べている。

イ　方程式から得られた値がその方程式の解であるかどうかを，
その方程式の両辺にその値を代入して調べている。

ウ　方程式の解を問題の答えとしてよいかどうかを調べている。

エ　つくった方程式を，等式の性質などを用いて正しく解いてい
るかどうかを調べている。



中数Ａ−9

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	次の図の ＡＢＣにおいて，下の①，②，③の手順で直線ＡＰを
作図します。

①　頂点Ａを中心として，辺ＡＢ，辺ＡＣの両方に交わる円をかき，	
その円と辺ＡＢ，辺ＡＣとの交点をそれぞれ点Ｄ，点Ｅとする。

②　点Ｄ，点Ｅを中心として，互いに交わるように等しい半径の
円をかき，その交点の１つを点Ｐとする。

③　頂点Ａと点Ｐを通る直線をひく。

	 	 上の①，②，③の手順によって作図した直線ＡＰについて，
	 ＡＢＣがどんな三角形でも成り立つことがらが，下のアからエま
での中にあります。正しいものを１つ選びなさい。

ア　直線ＡＰは，頂点Ａを通り直線ＢＣに垂直な直線である。

イ　直線ＡＰは，頂点Ａと辺ＢＣの中点を通る直線である。

ウ　直線ＡＰは，直線ＢＣに平行な直線である。

エ　直線ＡＰは，∠ＣＡＢの二等分線である。
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中数Ａ−10

（２）	 下の図の ＡＢＣを，直線ℓを軸として対称移動した図形を，解
答用紙の方眼を利用してかきなさい。

ℓ

Ａ

Ｂ Ｃ



中数Ａ−11

（３）	 次の図のような中心角１２０°のおうぎ形があります。このおうぎ
形の面積は，同じ半径の円の面積の何倍ですか。下のアからオまで
の中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　
６

１
倍　　イ　

３

１
倍　　ウ　

２

１
倍　　エ　

３

２
倍　　オ　

６

５
倍

１２０°



中数Ａ−12

問題は，次のページに続きます。



中数Ａ−13

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	右の図のような直方体があります。
ＥＧは長方形ＥＦＧＨの対角線です。	
このとき，∠ＡＥＧの大きさについて
どのようなことがいえますか。下のア
からエまでの中から正しいものを１つ
選びなさい。

ア　∠ＡＥＧの大きさは，９０°より大きい。

イ　∠ＡＥＧの大きさは，９０°より小さい。

ウ　∠ＡＥＧの大きさは，９０°である。

エ　∠ＡＥＧの大きさが９０°より大きいか小さいかは，問題の条
件だけでは決まらない。
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中数Ａ−14

（２）	 右の図の円柱は，ある平面図形を直線のまわ
りに１回転させてできる立体とみることができ
ます。直線ℓを軸として１回転させると，この
円柱ができる図形が，下のアからエまでの中に
あります。正しいものを１つ選びなさい。

ア イ ウ エ
ℓ ℓ ℓ ℓ



中数Ａ−15

（３）	 右の図のような立体があります。折り曲げて
組み立てると，この立体になるものが，下のア
からエまでの中にあります。正しいものを１つ
選びなさい。

ア

イ

ウ

エ



中数Ａ−16

（４）	次の図のような正四角錐
すい

があります。この正四角錐の底面は，１辺	
の長さが１０cm の正方形です。この正四角錐の高さは１２cm，側面
の三角形の高さは１３cm です。

	 	 このとき，この正四角錐の体積を求める式として正しいものを，
下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　１０#１０#１２#
２

１

イ　１０#１０#１３#
２

１

ウ　１０#１０#１２#
３

１

エ　１０#１０#１３#
３

１

１２cm １３cm

１０cm

１０cm



中数Ａ−17

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	下の①，②，③の手順で，直線ℓに平行な直線 m をひきます。

ℓ

定規（あ）

①　直線ℓに合わせて，
定規（あ）を置く。

ℓ

定規（あ）

定規（い）

②　定規（あ）に合わせて，
定規（い）を置く。

ℓ

m

定規（あ）
定規（い）

③　定規（い）を動かさずに，
定規（あ）を定規（い）に
沿って動かし，直線 m

をひく。

	 	 上の①，②，③の手順では，直線ℓに対する平行な直線 m を，
どのようなことがらを根拠にしてひいていますか。下のアからエま
での中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　２直線に１つの直線が交わるとき，同位角が等しければ，
２直線は平行である。

イ　２直線に１つの直線が交わるとき，錯角が等しければ，
２直線は平行である。

ウ　１つの直線に垂直な２直線は平行である。

エ　１つの直線に平行な２直線は平行である。
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中数Ａ−18

（２）	 下の図のように，n 角形は１つの頂点からひいた対角線によって，
いくつかの三角形に分けられます。

	 	 このことから，n 角形の内角の和は１８０°#（ n-２）で表すこと
ができます。

	 	 この式の（ n-２）は，n 角形において何を表していますか。下
のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　頂点の数

イ　辺の数

ウ　内角の数

エ　１つの頂点からひいた対角線の数

オ　１つの頂点からひいた対角線によって分けられた三角形の数



中数Ａ−19

（３）	 右の三角形と合同な三角形を，下の
アからエまでの中から１つ選びなさい。

ア イ

　

４０°

１０８°

４cm

３２°
１０８°

４cm

ウ エ

　

３８°

１０８°

４cm
４０°

１０８°
４cm

３２°
１０８°

４cm



中数Ａ−20

右の図では， ＡＢＣと ＤＢＣの面積について，下のことがらが
成り立ちます。

四角形ＡＢＣＤで，
ＡＤ //ＢＣならば ＡＢＣ＝ ＤＢＣ

このことがらの逆を考えます。
ことがらの逆とは，そのことがらの仮定と結論を入れかえたもので

す。

下の ， に当てはまるものを記号で表し，
上のことがらの逆を完成しなさい。

四角形ＡＢＣＤで，
ならば
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中数Ａ−21

平行四辺形ＡＢＣＤで，辺ＡＢ上に点Ｐをとり，Ｐと対角線の交点Ｏ 

を通る直線をひき，その直線と辺ＣＤとの交点をＱとします。このと
き，ＯＰ＝ＯＱとなることを，ある学級では，下の図１をかいて証明
しました。

図１
Ａ

Ｐ

Ｂ

Ｏ
Ｑ

Ｃ

Ｄ

証明

ＯＰＡと ＯＱＣにおいて，
平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わるので，
	 ＡＯ＝ＣＯ	 …①
平行線の錯角は等しいので，
	 ∠ＰＡＯ＝∠ＱＣＯ	 …②
対頂角は等しいので，
	 ∠ＡＯＰ＝∠ＣＯＱ	 …③
①，②，③より，１辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，
	 ＯＰＡ≡ ＯＱＣ

合同な図形の対応する辺の長さは等しいので，
	 ＯＰ＝ＯＱ
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中数Ａ−22

この証明をしたあと，点Ｐの位置を図２のように変えました。
このときも図１と同じようにＯＰ＝ＯＱとなるかどうかを考えてみた
ところ，下のアからエまでのような意見が出ました。正しいものを１
つ選びなさい。

図２
Ａ

Ｐ

Ｂ

Ｏ

Ｑ

Ｃ

Ｄ

ア　図２の場合も，ＯＰ＝ＯＱであることは，すでに前ページの証
明で示されている。

イ　図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱであることを，改めて証明する必要
がある。

ウ　図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱであることを，それぞれの長さを
測って確認しなければならない。

エ　図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱではない。



中数Ａ−23

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	 y が x に比例し，比例定数が３のとき，x の値とそれに対応する
y の値について，下のアからエまでの中から正しいものを１つ選び
なさい。

ア　 x の値と y の値の和は，いつも３である。

イ　 y の値から x の値をひいた差は，いつも３である。

ウ　 x の値と y の値の積は，いつも３である。

エ　 x の値が０でないとき，y の値を x の値でわった商は，いつも	
３である。
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中数Ａ−24

（２）	 比例 y ＝２x のグラフ上にある点の座標を，下のアからオまで
の中から１つ選びなさい。

ア　（２，０）

イ　（２，１）

ウ　（-１，２）

エ　（０，２）

オ　（１，２）



中数Ａ−25

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	下の表は，y が x に反比例する関係を表したものです。 に
当てはまる数を求めなさい。

x … -２ -１ ０ １ ２ ３ …

y … -６ -１２ １２ ６ …
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中数Ａ−26

（２）	 下のアからオまでの中に，反比例 y ＝
x

６
のグラフがあります。

正しいものを１つ選びなさい。

ア イ

Ｏ

-５
５

-５

５

y

x
Ｏ-５

５

-５

５

y

x

ウ エ

Ｏ

-５
５

-５

５

y

x
Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

オ

Ｏ

-５
５

-５

５

y

x



中数Ａ−27

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	点（-１，-４）を，解答用紙の図の中に 印で示しなさい。

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x
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中数Ａ−28

（２）	 次の図の直線は，一次関数のグラフを表しています。このグラフ
について，x と y の関係を表す式を，下のアからオまでの中から１
つ選びなさい。

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

ア　 y ＝２x+１

イ　 y ＝３x+１

ウ　 y ＝ x+２

エ　 y ＝２x

オ　 y ＝３x



中数Ａ−29

下のアからオまでの中に，y が x の一次関数であるものがあります。
正しいものを１つ選びなさい。

ア　面積が６０cm2 の長方形で，縦の長さが x cm のときの横の長さ
y cm

イ　１５００ｍの道のりを x m 歩いたときの残りの道のり y m

ウ　身長 x cm の人の体重 y kg

エ　６ｍのリボンを x 人で同じ長さに分けるときの１人分の長さ y m

オ　ある地点での午後 x 時の気温 y ℃
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中数Ａ−30

次の図の直線は，二元一次方程式 ２x+ y ＝６ のグラフを表してい	
ます。このとき，この方程式の解である x，y の値の組を座標とする
点について，下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

ア　解である x，y の値の組を座標とする点はない。

イ　解である x，y の値の組を座標とする点は１つだけある。

ウ　解である x，y の値の組を座標とする点は２つだけある。

エ　解である x，y の値の組を座標とする点は無数にあり，
	 その x，y の値は整数である。

オ　解である x，y の値の組を座標とする点は無数にあり，
	 その x，y の値は整数であるとは限らない。
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中数Ａ−31

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	表と裏の出方が同様に確からしい硬貨があります。この硬貨を続
けて投げたところ，はじめから３回続けて表が出ました。さらにも
う１回投げて，４回目の表と裏の出方を調べます。４回目の表と裏
の出る確率について，下のアからエまでの中から正しいものを１つ
選びなさい。

ア　表の出る確率の方が裏の出る確率よりも大きい。

イ　表の出る確率の方が裏の出る確率よりも小さい。

ウ　表の出る確率と裏の出る確率は等しい。

エ　表の出る確率と裏の出る確率の大小は決まらない。
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中数Ａ−32

（２）	 下の図のように，１から３までの数字を１つずつ書いた３枚の
カードがあります。この３枚のカードをよくきって，同時に２枚ひ
くとき，２枚とも奇数のカードである確率を求めなさい。

１ ２ ３



中数Ａ−33

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	Ａ中学校とＢ中学校の３年生に対して，通学時間を調査しました。
下の度数分布表は，その結果を学校ごとにまとめたものです。

階級（分）
Ａ中学校 Ｂ中学校
度数（人） 度数（人）

以上	未満
　０～１０ ４ １
１０～２０ ９ ２
２０～３０ １６ ８
３０～４０ ２３ １４
４０～５０ ２２ １７
５０～６０ １６ １２
６０～７０ １０ ６
合計 １００ ６０

	 	 この度数分布表をもとに，全体の人数に対する通学時間が３０分
未満の人の割合は，Ａ中学校とＢ中学校でどちらが大きいかを調べ
ます。その方法について，下のアからオまでの中から正しいものを
１つ選びなさい。

ア　通学時間が３０分未満の階級について，Ａ中学校，Ｂ中学校
の度数の合計を求め，その大小を比較する。

イ　通学時間が３０分未満の階級それぞれについて，Ａ中学校，
Ｂ中学校の相対度数を求め，その合計の大小を比較する。

ウ　通学時間が２０分以上３０分未満の階級について，Ａ中学校，
Ｂ中学校の度数の大小を比較する。

エ　通学時間が２０分以上３０分未満の階級について，Ａ中学校，
Ｂ中学校の相対度数を求め，その大小を比較する。

オ　Ａ中学校とＢ中学校では人数が違うので，比較することはで
きない。
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中数Ａ−34

（２）	 ある中学校のバスケットボール部の生徒が，フリースローを１０
回ずつ行いました。下の図は，ボールの入った回数と人数の関係を
表したものです。ボールの入った回数の最

さい

頻
ひん

値
ち

を求めなさい。

（人）

（回）

人
数

ボールの入った回数

１５

１０

５

０
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ９８ １０



これで，数学Ａの問題は終わりです。
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